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杉
村
康
蔵
博
士
主
要
著
作
目
録

解

題

故
杉
村
庚
戴
博
士
の
著
書
並
び
に
.
現
在
活
字
と
た
っ
て
残
っ
て
居
り
、
立
つ
著
書
と
等
し
く
博
士
の
事
問
・
思
想
'
人
格
を
知
る
ム

に
不
朽
の
債
値
あ
り
と
思
は
れ
る
論
文
・
講
演
そ
の
他
を
蒐
め
て
著
作
目
鋒
の
作
成
を
試
み
ま
し
た
。
こ
の
目
録
作
成
に
あ
た
っ
て
、
内

地
の
新
聞
雑
誌
に
護
表
さ
れ
た
論
稿
は
、
論
文
集
に
輯
録
の
有
無
に
か
与
は
り
た
く
、
細
大
波
ら
さ
ず
記
載
ナ
る
や
ラ
に
努
め
ま
し
た
が
、

他
方
上
海
に
於
け
る
刊
行
物
ハ
上
海
毎
日
、
大
陸
新
報
、
商
工
舎
議
所
々
報
、
同
月
報
、
同
提
要
そ
の
他
〉
並
び
に
貿
易
統
制
舎
と
交
易
晶
画
園
の
定

一
切
こ
れ
を
割
愛
い
た
し
ま
し
た
。
け
だ
し
後
者
の
護
行
部
教
の
少
く
讃
者
範
園
白
一
狽
き
と
と
と
、
そ

期
刊
行
物
に
護
表
さ
れ
た
分
は
、

れ
等
に
護
表
さ
れ
た
論
稿
の
重
要
た
る
も
の
は
悉
く
‘
論
文
集
「
支
那
の
現
賓
と
日
本
」
?
「
支
那
・
上
海
白
経
梼
的
諸
相
」
・
及
び
「
替

、
一
園
経
祷
の
倫
理
」
に
輯
鋒
し
あ
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。
編
者
の
不
敏
と
不
注
意
に
由
り
思
は
ね
蒐
録
洩
れ
無
き
を
保
し
難
き
た
が
ら
、
霊

53 

大
た
る
見
落
し
は
た
き
も
の
と
信
じ
ま
す
。
大
正
七
年
に
一
始
ま
り
昭
和
二
十
三
年
に
終
る
一
一
一
十
一
年
間
の
博
士
の
著
作
活
動
を
跡
づ
け
た

乏
の
目
録
を
過
し
て
、
博
士
の
た
ゆ
ま
ざ
る
串
間
へ
白
一
精
進
ト
と
烈
々
た
る
愛
園
心
を
知
り
、
哲
事
者
の
曇
ら
ざ
る
眼
光
と
逗
ま
し
き
貴
践

意
欲
を
感
じ
-
高
遇
な
る
精
紳
と
偉
大
た
風
格
を
偲
び
て
、
哀
惜
の
情
堪
え
難
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
目
録
作
成
に
あ
た
り
大
塵
園
書
館

の
書
庫
入
庫
白
便
を
輿
へ
ら
れ
数
々
御
協
力
下
さ
っ
た
村
松
教
授
、
劇
務
の
寸
暇
を
割
っ
て
助
力
さ
れ
た
朝
日
新
聞
社
の
大
森
繁
雄
氏
は

じ
め
闘
係
諸
腎
の
御
厚
情
に
あ
っ
く
感
謝
申
上
げ
ま
ナ
。
ハ
序
に
、
目
録
に
記
載
せ
る
年
月
日
は
凡
ベ
て
溌
表
の
年
月
日
で
、
執
筆
白
時
を
一
示
す
も

杉
村
庚
厳
博
士
主
要
著
作
目
録

〆
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一
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第
二
十
一
巻

第
一
一
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四
漉

54 

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

J

決
に
、
京
・
競
所
載
の
「
左
右
田
博
士
の
串
者
的
風
格
」
は
、
杉
村
博
士
が
講
壇
を
去
ら
れ
て
満
十
年
目
、
昭
和
二
十
一
年
の
奇
し
く
も

臼
も
同
じ
五
月
九
日
に
、
「
経
構
哲
嵐
ナ
」
再
開
の
開
講
の
酔
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
を
、
愛
嬢
の
静
養
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
満
堂

の
皐
生
を
感
動
さ
せ
た
こ
の
開
講
の
酔
は
、
博
士
が
生
前
に
「
左
右
田
哲
皐
解
説
」
主
題
す
る
著
書
を
計
聾
さ
れ
、
そ
の
中
に
牧
め
る
べ

く
諜
定
し
居
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
同
か
か
る
形
式
に
て
本
披
に
掲
載
す
る
機
舎
を
得
た
こ
と
は
意
義
深
き
も
の
あ
り
と
思
は

れ
ま
す
。
と
れ
に
主
っ
て
杉
村
博
士
の
畢
生
時
代
の
精
進
の
委
を
見
る
子
と
が
で
き
る
と
共
に
、
世
伊
川
町

-r貯
を
め
ざ
し
て
懸
命
の
努
力

を
つ
づ
け
て
ゐ
党
首
時
の
一
橋
の
皐
風
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
皐
風
あ
の
偉
統
い
ま
何
鹿
に
在
り
や
。
堂
K

売
る
営
時
の
蘭
学
風

を
回
想
し
て
、
現
在
の
我
々
も
勇
気
を
夫
ふ
こ
と
た
く
・
そ
の
曲
学
風
を
復
活
し
て
我
々
の
偉
統
と
す
べ
き
で
は
‘
な
か
ら
う
か
。
徒
に
卑
下

し
追
従
す
る
の
態
度
を
棄
て
、
頭
を
高
く
畢
げ
て
、
世
界
的
水
準
を
目
標
に
大
精
進
す
べ
き
秋
で
は
た
か
ら
う
か
。

「
西
洋
経
湾
畢
史
序
説
」
は
、
昭
和
二
十
一
年
末
昭
和
書
房
企
劃
の
「
新
文
化
大
事
講
義
録
」
(
俄
稀
)
の
講
座
「
西
洋
経
商
摩
史
」
の

党
め
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
と
の
序
設
の
み
書
か
れ

d

て
完
結
を
み
ず
、
原
稿
の
ま
L
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
講
義
鋒
の
性

質
上
表
現
が
平
易
よ
よ
っ
て
居
り
ま
す
が
、
内
容
は
専
門
的
畢
術
論
文
で
、
短
か
き
た
が
ら
博
士
の
調
自
の
経
構
皐
史
論
が
遺
憾
た
く
展

開
さ
れ
て
ゐ
ま
ナ
.
文
中
に
は
従
来
活
字
に
し
て
帯
思
表
さ
れ
た
か
っ
た
主
張
の
若
干
も
見
出
さ
れ
、
博
士
の
講
箆
に
列
し
た
こ
と
の
た
い

人
々
の
多
く
に
あ
る
ひ
は
博
士
の
新
し
き
設
の
印
象
を
輿
へ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
昭
和
八
年
よ
り
同
十
年
の
三
年
間
に
大
串
で

講
義
さ
れ
た
博
士
の
「
経
梼
皐
史
」
に
既
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
‘
我
K

に
と
っ
て
は
こ
れ
に
よ
っ
て
博
士
の
猫
創
的
た
偉
大
な

皐
史
韓
系
を
再
び
努
第
し
得
て
、
ま
こ
と
に
た
っ
か
し
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
恰
か
も
希
醜
彫
刻
の
下
ル
ソ
の
前
に
在
る
如
き
思
ひ
が
い

骨院

-
9
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た
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ま
す
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ゼ者
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主
主

血町一社

ξ

最
後
に
、
「
思
索
」
の
今
秋
九
月
競
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
の
絶
筆
遺
稿
(
著
作
目
録
参
照
)
段
、
博
士
が
逝
去
の
三
目
前
ま
で
書
き
つ
ど

け
て
居
ら
れ
た
も
の
で
、
未
完
成
の
、
文
字
、
通
庁
の
絶
筆
で
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
置
き
ま
す

Q
C
三
一
・
八
・
一
一
一
)

作

目

鋒

著

文
化
と
し
て
の
一
橋

企
業
経
済
の
方
法
論
的
研
究

私
経
済
撃
の
本
質

経
済
事
に
於
け
る
鰹
管
概
念
の
方
法
論
的
研
究

倫
理
思
想
家
と
し
て
の
ア
〆
ム
・
ス
ミ
ス

椙
田
博
士
の
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
論
」

個
別
的
倫
理
法
則
と
歴
史
的
世
界
観

プ
ラ

ν
ッ
・
ジ
ュ
タ
ウ
デ
ィ

ν
ガ

t

カ
ー
ル
・
フ
ォ
ル
V

Y

〆
l

大・極
撃済
論撃

的
認
識
の
債
値
性
質

55 

「
経
済
問
申
認
識
論
」
「
経
済
事
方
法
論
」
「
経
済
哲
事
」

杉
村
庚
蘇
博
士
主
要
著
作
円
録

B
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一
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ー・p

大
志
七
年
(
一
九
一
八
年
)

大
廷
八
年
(
一
九
一
九
年
〉

大
正
十
年
(
一
九
一
一
一
年
)

F

大
正
十
一
年
(
一
九
二
二
年
)

大
正
十
二
年
ハ
一
九
二
三
争
)

大
豆
十
三
年
(
一
九
二
四
年
)

-(一

大
正
十
四
年
(
一
九
二
五
年
)

九

11 

11 

11 

'" 
" 

大
豆
主
主
年
〈
一
九
三
ハ
年
)

11 

'" 
11 

/ 

• 

山

回

一
橋
舎
雑
誌
第
-
四
二
時
制

" 

第
一
四
九
務

第
九
蹴

一
橋

商
事
研
究

第
二
巻
第
一
一
読

第
三
巻
第
一
読

丸ノ

第
三
巻
第
三
輔
副

第
四
位
世
第
二
競

「
新
カ
ジ
ト
荻
の
社
管
主
義
叡
」
所
蔵

」ノv 

商
事
研
究
第
五
巻
第
二
披

一
橋
新
聞

第
二
九
銭

Lノ

同
文
館
「
哲
態
大
静
香
」
治
加

長

'夫

言己
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一

橋

論

叢

策
二
十
品
位

56 

カ
ー
ル
・
メ
吋
J

ガ
1

「
社
曾
科
良
平
方
法
論
」
の
研
究

先
験
心
理
主
義
の
理
論
と
そ
の
一
位
曾
哲
墜

川
村
豊
郎
著
「
剣
勝
力
批
到
の
研
究
」

守
株
的
傾
向
を
恐
る

Z

ネ
ル
グ
テ
ィ
グ

一
つ
の
報
告
書

金
子
鷹
之
助
の
託
著
「
社
曾
哲
事
史
研
究
」

政
策
墜
と
経
営
墜

ミ
ル
と
左
右
固
と
大
西

左
右
田
喜
一
郎
全
集
編
纂
者
序
文

極
端
阿
撃
に
堅
荻
は
な
い

哲償川輝
準 値 村 と
と論 塑 圏
経史郎鐙
済 君 生
撃 を 活
と悼(
の む携
交演
渉要

旨
Lノ

経ド
管 イ
撃 y

の、程
二済
勢車
作 と

-， 

鰹
皆
堅
L. 

文
化
債
健
主
義
の
経
涜
哲
盟
牢

「
貨
幣
市
心
論
」
に
艶
す
る
修
正
の
試
み

一
二
九
頁

.炉

/
J
円

F
J
f

・A
匹

elw守

。/'

雄
市
三
・
図
説‘ 

J 

-~ 

ー

犬
正
十
五
年
(
一
九
二
六
年
)

昭
和
三
年
(
一
九
二
八
年
)

" 

f晶、

" 

" 

r-. 

" 

昭
和
四
年
(
一
九
二
九
年
〉

" 

-r-. r-. 

" 

" 

商
摩
研
究
-
第
六
巻
第
一
読

」ノ

一
橋
新
聞

第
八
巻
第
三
時
蜘

第
七
四
球

第
八
二
鏡

第
九

O
銃

第
九
四
銃

第
九
五
銃

r-. 

昭
和
六
年
(
一
九
一
一
二
年
〉U

ミ
大
墜
と
一
世
曾

第
二
競

" 

，-.， 

" 

r、
11 

" 

，-.， f町、

" 

f‘、

昭
和
七
年
(
一
九
一
一
一
二
年
)

，-.， 

" 

" 

f、
" 

昭
和
八
年
(
一
九
三
三
年
)

、"

r-. 

¥..ノ

" 11 

、JLノ

" 

にノ

第
二
一
六
続

、ノ

一
橋
新
聞

左
右
田
喜
一
郎
全
集

第
二
=
八
競

Lノ

第
一
念

一
橋
如
意
国
「
銭
如
意
」
所
載

v 

一
橋
新
聞

岩
波
諮
問
座
「
哲
準
」

、J、ノ

第
一
四
五
時
蜘

、J

一
橋
新
聞

東
京
商
大
研
究
年
報
(
鰹
済
事
研
究

)ω

第
二
ハ
四
時
制

改
浩
社
経
済
事
会
集
第
九
巻
「
経
演
習
園
甲
」

Lノ

稲
田
徳
三
博
士
遁
憶
記
念
論
文
集
「
経
済
患
研
究
」

‘、

ノ

‘、、、
、、、
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品

目

し

ザ

艦
済
性
の
問
題

哲
態
と
歴
史
患
と
の
交
渉

ゾ
ム
バ
ル
ト
コ
一
一
つ
の
経
済
事
」
!
ー
そ
の
邦
謹
書

債

値

不

安

の

祉

曾

昆

.

高
木
友
三
郎
氏
の
近
著
「
生
の
経
済
哲
事
」

新
カ
シ
ト
荻
の
一
匹
曾
理
想

綜
ム
口
試
験
制
そ
樹
立
せ
よ

日
本
経
済
態
舎
で
の
感
想

序
文
八
頁
本
文
二

O
八
頁

経
済
事
の
方
法
及
び
歴
史

カ
ン
ト

右
階
を
の
ぼ
る

極
、
演
哲
事
の
基
本
問
題

左
右
田
博
士
の
胸
像
を
迎
へ
て

事
位
論

磨
間
研
究
の
た
め
に

ザ

1
9
Y
「
図
民
経
済
事
史
」
と
ジ
ィ
ド
、
リ
ス
ト
「
経
済
事

史
」
の
郭
誇

4

・

-

丸
谷
喜
市
著
「
経
済
生
活
の
本
質
及
び
現
家
形
態
」

杉

UF庚
臨
郡
山
博
士
+
エ
要
著
作
目
録
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昭
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年
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昭
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年
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九
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五
年
)
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昭
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十
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一
九
三
五
年
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11 
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町
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F
h
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特
ノ
ぷ
リ
い
一
同

東
京
商
大
研
究
年
報
(
経
済
撃
研
究
)
m
w

にノ

一
橋
新
聞

岩
波
議
座
「
哲
皐
」

第
一
七
二
議

、J、ノ

" 

、J

" 
理
想
特
輯
抵
「
祉
曾
改
造
の
諸
園
田
設
」

第
一
八
九
銭

Lノ

一
橋
新
聞

第 第

七七
七四
銃 鏡

第
二

O
一
読

_..-， ..... 

」ノ

三
省
堂

主
月
十
日
後
行

「
髄
済
題
研
究
の
架
」
第
一
章

」ノv 

静
戸
商
大
新
聞

)
岩
波
書
庖

第
一
刷
(
序
文
八
頁
本
文
三

O
七
一
良
)
、
第
一
一
刷
ハ
序
文
六
一
良
本
文
一
ユ

O
七
頁
)
以
下
昭
和
十
六
年
.
八
月
第
七
刷
ま
で
に
一

o、
0
0
0
斐
袋
行
、
昭

和
ニ
十
三
年
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